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今週はここに注目！

コバギボウシが
咲きました

附属自然教育園

詳しくはＨＰの「見ごろ情報」
をご覧ください
https://ins.kahaku.go.jp/ 

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

アオスジアゲハ
幼虫は街路樹としてよく利用される
クスノキ科の植物を食草とするため、
街の中でもよく見ることが多いチョ
ウです。飛翔力が高く、高いところ
をよく飛び回ります。
園内には、タブノキなどの食草が
あります。

全域で
みられます

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス

メス

水生植物園で
よく見られます

オオシオカラトンボ
いもりの池や武蔵野植物園の池周
辺でよくみかけます。複眼が黒い
ことで、シオカラトンボ（複眼は
青）と区別がつきます。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。

クサギの花に
よく集まります

橋の欄干につける装飾品擬
宝珠（ぎぼし）と花の蕾が
似ていて、オオバギボウシ
に比べて葉が小さいことが
名前の由来といわれていま
す。

コバギボウシ

擬宝珠

オオヒナノウスツボ
茎の先端は短い小枝にわかれ、多数
の赤紫色の花をつけます。花の中に
２つ並ぶ雄しべの様子を「ひな人
形」に、花の形を玄米を精米する壺
型の臼にそれぞれ例えたことが、名
前の由来といわれています。

花
クマバチは大型でずんぐりした体
を持つ温厚なハナバチです。コバ
ギボウシなどの花に、蜜や花粉を
求めて訪れます。

クマバチ

水生植物園で
よく見られます

水生植物園は蔓(つる) 植物 が見ごろです

ヘクソカズラ
草全体に悪臭があるこ
とから屁糞葛（へくそ
かずら）。

オニドコロ
名前は漢字で「鬼野老」。
地下茎から出るひげ根
を野にいる老人に見立
てたと言われる。

ノブドウ
淡緑色の小さな花をつ
ける。花の脱落が早い
が、その後も吸蜜にア
リが多く訪れる。

根元に生える葉がダイコンに似て
いることが名前の由来です。小さ
い黄色い花が咲いた後にできる実
は、ひっつきむしとして知られ、
衣類や動物の毛ににくっつきます。

ダイコンソウ

実
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木全体、特に葉に臭気があること
から臭木（くさぎ）の名前がつき
ました。一方、花はよい香りで、
沢山の虫たちが訪れる「昆虫レス
トラン」として賑わっています。

クサギ

当園は天然記念物および
史跡に指定されています。

自然を保護する
ためのお願い

花をおったり、動物を
つかまえたりすること
は禁止されています。

ミズタマソウ
白色の小さな花を咲かせます。がく、
花弁、雄しべがすべて２つの「２数
性」という性質を持つ花です。白い
毛が密生した果実が露にぬれた様子
を水玉に見立てたことが名前の由来
とされています。

花

果実

キンミズヒキ キンミズヒキの花

つぼみ

黄色い小さな花をたくさんつけま
す。蕾をよく見ると、つけ根から
かぎ状の棘が出ています。これに
より、実の時期には、動物などに
引っついて運ばれます。園内で広
く見られます。

ミカンの仲間で、葉を揉むと柑橘系
のにおいがします。松風草（まつか
ぜそう）の名前は、やわらかい葉が
微風でも風にそよぐ様子に由来しま
す。

マツカゼソウ
花

全域で
見られます

ツリガネニンジン
花が釣鐘形であること、
根が太くチョウセンニン
ジンに似ていることが名
前の由来と言われていま
す。芽生えた若苗は山菜
として利用され、俗にト
トキとよばれています。

フシグロセンノウ
センノウ（中国原産）の仲間で、
節が黒いことが名前の由来。朱赤
色の５枚の花びらがよく目立ちます。

キツネノカミソリ
キツネの出るようなさびしい場所
に生え、春に出る細長い葉が、日
本古来の剃刀（かみそり）に似て
いることが名前の由来とされます。
花の時期には葉は枯れてありませ
ん。有毒植物です。

武蔵野植物園や
路傍植物園で
見られます

全域で
見られます

水生植物園で
よく見られます

水生植物園で
よく見られます
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